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第一部【企業情報】 

第１【企業の概況】 

１【主要な経営指標等の推移】 

 （注）１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２ 売上高には消費税及び地方消費税（以下消費税等という）は含まれておりません。 

３ 第103期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり当

期純損失であるため記載しておりません。 

回次 
第103期 

第１四半期連結
累計(会計)期間

第104期 
第１四半期連結
累計(会計)期間

第103期 

会計期間 

自平成20年 
４月１日 

至平成20年 
６月30日 

自平成21年 
４月１日 

至平成21年 
６月30日 

自平成20年 
４月１日 

至平成21年 
３月31日 

売上高 （百万円） 915,462 548,519 3,428,211 

経常利益又は経常損失

（△） 
（百万円） 38,108 13,650 △125,004 

四半期純利益又は当期純

損失（△） 
（百万円） 22,879 5,718 △92,429 

純資産額 （百万円） 501,419 355,076 347,449 

総資産額 （百万円） 1,765,554 1,431,192 1,440,395 

１株当たり純資産額 （円） 561.47 396.27 387.71 

１株当たり四半期純利益

金額又は当期純損失金額

（△） 

（円） 27.01 6.75 △109.11 

潜在株式調整後１株当た

り四半期(当期)純利益金

額 

（円） 26.11 6.53 － 

自己資本比率 （％） 26.9 23.5 22.8 

営業活動によるキャッシ

ュ・フロー 
（百万円） △37,994 △16,241 82,135 

投資活動によるキャッシ

ュ・フロー 
（百万円） △13,667 △28,375 △55,953 

財務活動によるキャッシ

ュ・フロー 
（百万円） 70,030 △15,672 57,853 

現金及び現金同等物の四

半期末（期末）残高 
（百万円） 98,049 101,096 159,919 

従業員数 （名） 6,289 6,502 6,335 
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２【事業の内容】 

 当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

３【関係会社の状況】 

 当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

４【従業員の状況】 

(1）連結会社の状況 

 （注）１ 従業員数は就業人員であります。 

２ 従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第１四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。 

３ 12月決算の連結子会社については平成21年３月31日現在の従業員数を記載しております。 

(2）提出会社の状況 

 （注） 従業員数は就業人員であります。 

平成21年６月30日現在

従業員数（名） 6,502 (3,005) 

平成21年６月30日現在

従業員数（名） 2,209   
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第２【事業の状況】 

１【生産、受注及び販売の状況】 

(1)生産実績 

当第１四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメント毎に示すと、次のとおりであります。 

（注）１ 自家燃料は除いております。 

２ 委託処理分を含み、受託処理分は除いております。 

３ 上記の金額に消費税等は含まれておりません。 

４ 上記の金額にセグメント間の生産高は含まれておりません。 

(2)受注状況 

当第１四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類別セグメント毎に示すと、次のとおりであります。 

（注） 上記の金額に消費税等は含まれておりません。 

(3)販売実績 

当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメント毎に示すと、次のとおりであります。 

（注）１ 揮発油の金額には、揮発油税及び地方道路税が含まれております。 

２ 上記の金額に消費税等は含まれておりません。 

３ 上記の金額にセグメント間の販売高は含まれておりません。 

事業の種類別セグメントの名称 
 当第１四半期連結会計期間 
 （自 平成21年４月１日 
  至 平成21年６月30日）

 前年同四半期比(％) 

  揮発油・ナフサ (百万円) 66,227 46.3 

  灯油・軽油 (百万円) 99,382 48.6 

石油事業 重油 (百万円) 48,115 40.4 

  その他 (百万円) 17,901 42.2 

  小計 (百万円) 231,627 45.5 

石油開発事業 (百万円) 2,715 34.4 

合計 (百万円) 234,343 45.4 

事業の種類別セグメントの名称 受注高(百万円) 前年同四半期比(％) 受注残高(百万円) 前年同四半期比(％)

その他の事業 4,218 74.9 8,422 65.2 

事業の種類別セグメントの名称 
 当第１四半期連結会計期間
 （自 平成21年４月１日 

  至 平成21年６月30日)
 前年同四半期比(％)  

  揮発油・ナフサ (百万円) 275,945 72.1 

  灯油・軽油 (百万円) 142,203 51.2 

石油事業 重油 (百万円) 71,238 47.3 

  その他 (百万円) 51,577 59.5 

  小計 (百万円) 540,964 60.2 

石油開発事業 (百万円) 3,726 47.6 

その他の事業 (百万円) 3,827 39.2 

合計 (百万円) 548,519 59.9 
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２【事業等のリスク】 

当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

３【経営上の重要な契約等】 

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。  

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】 

 文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日（平成21年８月10日）現在において当社グループが判断したも

のであります。  

(1）業績の状況  

 当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、世界的な景気回復の遅れの影響を受け、企業収益及び雇用情勢

は未だ厳しい状況にあるものの、株式市場は堅調に推移し、一部の製造業において減産幅の縮小が見られるなど、景

気底入れの兆しが見え始めております。そうした中でも、石油製品の国内需要は依然として弱含みであり、特に産業

用需要の減少や他のエネルギーへの燃料転換等により減少傾向をたどりました。 

 原油価格は、期初１バーレル47ドル台であったドバイ原油は、中国などのアジアを中心とする需要が回復基調に向

かい、堅調に推移した結果、期末は71ドル台となりました。   

 為替相場は、期初の98円台から概ね円高傾向で推移し期末には、１ドル96円台となりました。 

 このような経営環境の下、当社グループは平成20年度を初年度とする「第３次連結中期経営計画（平成20～22年

度）」で掲げた石油精製販売事業の収益基盤の再強化、石油開発及び石油化学分野での成長戦略の加速を実現すべ

く、各施策を実行してまいりました。 

 こうした経営活動の結果、当第１四半期の連結経営成績は、売上高は5,485億円(前年同期比△3,670億円)、営業利

益は104億円(前年同期比△344億円)、経常利益は137億円(前年同期比△244億円)、四半期純利益は57億円(前年同期

比△172億円)となりました。 

 なお、各セグメントの経営成績の状況は以下の通りです。 

事業の種類別セグメントの業績  

[石油事業]  

 石油製品事業につきましては、原油価格及び製品価格は前年同期と比べ下落し、販売数量は、昨年夏場頃からの金

融危機を契機とした景気後退により輸送用燃料を中心として減少しました。たな卸資産の在庫評価の影響により当第

１四半期における売上原価は押し下がりましたが、前年同期と比べ在庫評価が減少した為減益となりました。 

 石油化学事業につきましては、景気後退による販売数量の減少に歯止めがかからず減益となりました。  

以上の結果、石油事業の経営成績は、売上高5,411億円(前年同期比△3,569億円)、営業利益97億円(前年同期比△267

億円)となりました。  

[石油開発事業]  

 石油開発事業につきましては、原油価格の下落の影響などにより、売上高94億円(前年同期比△89億円)、営業利益

33億円(前年同期比△65億円)となりました。 

[その他の事業]  

 その他の事業につきましては、石油関連施設の工事・リース並びに保険等の事業においては、各事業とも合理化・

効率化に努めた結果、売上高184億円(前年同期比△16億円)、営業利益１億円(前年同期比△６億円)となりました。 

所在地別セグメントの業績  

[日本]   

 日本につきましては、原油価格及び製品価格が前年同期と比べ下落したことや、需要の減少、たな卸資産の在庫評

価等の影響により、売上高5,445億円(前年同期比△3,695億円)、営業利益88億円(前年同期比△280億円)となりまし

た。 

[その他の地域]  

 その他の地域につきましては、原油価格の下落の影響などにより、売上高513億円(前年同期比△765億円)、営業利

益33億円(前年同期比△69億円)となりました。 
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(2）キャッシュ・フローの状況   

 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、1,011億円とな

り、前第１四半期連結会計期間末の残高980億円に比し31億円（3.1%）の増加となりました。各キャッシュ・フロー

の状況は以下の通りです。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 前第１四半期連結会計期間においては、原油価格上昇などに伴うたな卸資産等が増加したことにより、資金は380

億円減少しました。当第１四半期連結会計期間においては、原油価格上昇などに伴うたな卸資産等が増加したことや

税金等の支払いなどにより、資金は162億円減少しました。。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 前第１四半期連結会計期間においては、固定資産の取得による支出等により、資金は137億円減少しました。当第

１四半期連結会計期間においては、固定資産及び投資有価証券の取得による支出等により、資金は284億円減少しま

した。  

（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

 前第１四半期連結会計期間においては、運転資金の借入等により資金は700億円増加しました。当第１四半期連結

会計期間においては、運転資金の返済等により資金は157億円減少しました。  

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。 

(4）研究開発活動 

 当第１四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、872百万円であります。 

 なお、当第１四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。  

(5）資本の財源及び資金の流動性についての分析 

①財政状態  

 当第１四半期末の連結財政状態と致しましては、総資産は１兆4,312億円となり、前年度末比92億円減少して

おります。これは、主に原油価格上昇により棚卸資産は増加しましたが、税金の支払等による現金及び預金の減

少や販売数量減少により売上債権が減少した為です。純資産は3,551億円、前年末比77億円の増加となり、自己

資本比率は23.5%となりました。 

②キャッシュ・フロー 

 当第１四半期連結会計期間の連結キャッシュ・フローは、営業活動は原油価格上昇などに伴うたな卸資産等が

増加したことや税金等の支払いなどにより、162億円のマイナスとなりました。投資活動は、固定資産及び投資

有価証券の取得による支出等により284億円のマイナスとなりました。財務活動は、運転資金の返済等により157

億円のマイナスとなりました。 

 以上の結果、当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物残高は、前年度末比588億円減少の

1,011億円となりました。 
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第３【設備の状況】 
(1）主要な設備の状況 

 当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

(2）設備の新設、除却等の計画 

 当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な

変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設計画は次のとおりであります。 

 （注）１ 上記の金額に消費税等は含まれておりません。 

２ ミックスキシレン生産を年間300千トン予定しております。 

会社名 
事業所名 

（所在地） 

事業の種

類別セグ

メント 

設備の内容 

投資予定金額 

資金調達 

方法 

着手及び完了予定年月 

完成後の主

な生産能力総額 

(百万円) 

既支払額 

(百万円) 
着手 完了 

コスモ石油㈱ 

四日市製油所 

(三重県四日市

市) 

石油事業 
ミックスキシ

レン生産設備
8,200 － 借入金 平成21年10月 平成23年11月 (注)２ 
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第４【提出会社の状況】 

１【株式等の状況】 

（１）【株式の総数等】 

①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

 （注） 「提出日現在発行数」には、平成21年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数を含んでおりません。 

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式 1,700,000,000 

計 1,700,000,000 

種類 
第１四半期会計期間末現
在発行数（株） 
（平成21年６月30日） 

提出日現在発行数（株） 
（平成21年８月10日） 

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名 

内容 

普通株式 847,705,087 847,705,087 

 ㈱東京証券取引所 

（市場第一部） 

 ㈱大阪証券取引所 
（市場第一部） 

 ㈱名古屋証券取引所 

（市場第一部） 

単元株式数は 
1,000株であります。 

計 847,705,087 847,705,087 － － 
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（２）【新株予約権等の状況】 

 旧商法第341条ノ２の規定に基づき発行した新株予約権付社債は、次のとおりであります。 

平成17年8月30日取締役会決議（第４回無担保転換社債型新株予約権付社債） 

 （注）１ 本社債の残高を下記転換価額で除して得られた最大整数を表示しております。 

２  ①各本新株予約権の行使に際して払込をなすべき額は、各本社債の発行価額と同額とします。 

②本新株予約権の行使に際して払込をなすべき１株あたりの額（以下「転換価額」という。）は、金617円40

銭とします。 

なお、転換価額は以下に定めるところに従い調整されることがあります。 

当社は、本社債の発行後、当社が当社の普通株式の時価を下回る発行価額または処分価額をもって当社の

普通株式を新たに発行または当社の有する当社の普通株式を処分する場合（ただし、平成17年８月30日の

当社取締役会決議に基づく、第三者割当による当社の普通株式の発行を除く。）には、次に定める算式を

もって転換価額を調整します。なお、次式において、「既発行株式数」は、当社の発行済普通株式数か

ら、当社の有する当社の普通株式数を控除した数とします。 

  

また、当社は、当社の普通株式の分割もしくは併合の場合または時価を下回る価額をもって当社の普通株

式に転換される証券もしくは転換できる証券または当社の普通株式の交付を請求できる新株予約権もしく

は新株予約権付社債を発行する場合等にも適宜転換価額を調整します。 

３ 新株予約権の行使により発行する当社の普通株式１株の発行価格は、各社債権者が行使請求のため提出した

本社債の発行価額の総額を、当該総額を転換価額で除して得られる最大整数（各交付株式数）で除した金額

とします。 

４ 新株予約権の行使により発行する当社の普通株式１株の資本組入額は、上記の本新株予約権行使により発行 

する当社の普通株式１株の発行価格に0.5を乗じた金額とし、計算の結果１円未満の端数が生じた場合は、そ

の端数を切り上げるものとします。       

 
第１四半期会計期間末現在 
（平成21年６月30日） 

新株予約権付社債の残高（百万円） 18,000 

新株予約権の数（個） 18,000 

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個）  － 

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 

新株予約権の目的となる株式の数（株）         29,154,518(注)１ 

新株予約権の行使時の払込金額（円） １株につき      617.40(注)２ 

新株予約権の行使期間 
自 平成17年11月１日 

至 平成22年９月29日 

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円） 
(注)３・(注)４ 

新株予約権の行使の条件 

当社が本社債につき期限の利益を喪失した場合には、以

後本新株予約権を行使することはできない。また、各本新

株予約権の一部については、行使請求することができな

い。 

新株予約権の譲渡に関する事項 
旧商法第341条ノ２第４項の定めにより、本新株予約権

または社債の一方のみを譲渡することはできない。 

代用払込みに関する事項  － 

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項  － 

        既発行 

株式数 
＋ 

新発行・処分株式数 × １株当たりの発行・処分価額

調整後 

転換価額 
＝ 

調整前 

転換価額 
× 

時価 

既発行株式数 ＋ 新発行・処分株式数 
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（３）【ライツプランの内容】 

 該当事項はありません。 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】 

（５）【大株主の状況】 

 当第１四半期会計期間において、株式会社みずほコーポレート銀行から平成21年６月５日付の大量保有報告

書（変更報告書）の写しの送付があり、平成21年５月29日現在でそれぞれ以下のとおり株式を保有している旨

の報告を受けておりますが、株主名簿の記載内容が確認できないため、当社として実質所有株式数の確認がで

きません。 

（６）【議決権の状況】 

 当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成21年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】 

年月日 
発行済株式
総数増減数 
（千株） 

発行済株式総数
残高（千株） 

資本金増減額
（百万円） 

資本金残高
（百万円） 

資本準備金増
減額 
（百万円） 

資本準備金残
高（百万円） 

平成21年４月１日～ 

平成21年６月30日  
－ 847,705 － 107,246 － 89,439 

  氏名又は名称 保有株券等の数（千株） 株券等保有割合（％） 

  株式会社みずほコーポレート銀行 31,320 3.69 

  みずほ証券株式会社 3,526 0.42 

  みずほ信託銀行株式会社 8,341 0.98 

平成21年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 ― ― ― 

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ― 

議決権制限株式（その他） ― ― ― 

完全議決権株式（自己株式等） 

（自己保有株式） 

普通株式   241,000 
― ― 

（相互保有株式） 

普通株式  2,134,000 
― ― 

完全議決権株式（その他） 普通株式 844,565,000 844,565 ― 

単元未満株式 普通株式   765,087 ― １単元（1,000株）未満の株式 

発行済株式総数 847,705,087 ― ― 

総株主の議決権 ― 844,565 ― 
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②【自己株式等】 

２【株価の推移】 

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

 （注） 最高・最低株価は、㈱東京証券取引所市場第一部におけるものであります。 

３【役員の状況】 

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 

平成21年３月31日現在

所有者の氏名又
は名称 

所有者の住所 
自己名義所有 
株式数（株） 

他人名義所有 
株式数（株） 

所有株式数の合
計（株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

(相互保有株式)          

共和産業海運㈱ 
東京都中央区日本

橋人形町1-3-8 
830,000 ― 830,000 0.09 

丸善石油化学㈱ 
東京都中央区八丁

堀2-25-10 
800,000 ― 800,000 0.09 

㈱キタセキ 
宮城県岩沼市相の

原3-1-6 
340,000 ―  340,000 0.04 

北日本石油㈱ 
東京都中央区日本

橋蛎殻町1-28-5 
164,000 ― 164,000 0.01 

(自己保有株式)          

コスモ石油㈱ 
東京都港区芝浦1-

1-1 
241,000 ― 241,000 0.02 

計  ― 2,375,000 ― 2,375,000 0.28 

月別 
平成21年 
４月 

５月 ６月 

最高（円） 303 346 363 

最低（円） 266 283 303 
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第５【経理の状況】 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

 なお、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸

表規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１四半期連結

累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から

平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21

年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。 
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１ 【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 101,096 147,451

受取手形及び売掛金 150,437 189,036

有価証券 15 13,983

商品及び製品 127,371 116,732

仕掛品 1,781 1,198

原材料及び貯蔵品 166,022 121,160

その他 102,956 99,149

貸倒引当金 △248 △402

流動資産合計 649,434 688,310

固定資産   

有形固定資産   

土地 304,747 305,565

その他（純額） ※1  254,717 ※1  237,850

有形固定資産合計 559,465 543,416

無形固定資産 ※2  11,783 12,183

投資その他の資産   

その他 211,332 197,363

貸倒引当金 △823 △878

投資その他の資産合計 210,509 196,485

固定資産合計 781,757 752,085

資産合計 1,431,192 1,440,395

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 227,797 191,883

短期借入金 250,250 261,778

未払金 140,493 184,187

未払法人税等 5,046 5,770

工事損失引当金 327 327

その他 36,804 39,936

流動負債合計 660,718 683,883

固定負債   

新株予約権付社債 18,000 18,000

長期借入金 318,913 318,830

特別修繕引当金 6,350 6,676

退職給付引当金 6,053 6,096

その他 66,080 59,459

固定負債合計 415,397 409,063

負債合計 1,076,115 1,092,946
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 107,246 107,246

資本剰余金 89,440 89,440

利益剰余金 116,265 115,732

自己株式 △130 △129

株主資本合計 312,822 312,290

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 844 △2,099

繰延ヘッジ損益 10,796 8,084

土地再評価差額金 12,473 11,523

為替換算調整勘定 △1,252 △1,365

評価・換算差額等合計 22,861 16,142

少数株主持分 19,391 19,015

純資産合計 355,076 347,449

負債純資産合計 1,431,192 1,440,395
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（２）【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年６月30日) 

売上高 915,462 548,519

売上原価 833,303 504,990

売上総利益 82,159 43,528

販売費及び一般管理費 37,349 33,082

営業利益 44,809 10,446

営業外収益   

受取利息 504 267

受取配当金 609 570

為替差益 － 2,107

持分法による投資利益 1,109 2,357

その他 1,278 1,273

営業外収益合計 3,503 6,576

営業外費用   

支払利息 2,481 2,351

為替差損 6,781 －

その他 942 1,021

営業外費用合計 10,204 3,372

経常利益 38,108 13,650

特別利益   

固定資産売却益 6,407 132

投資有価証券売却益 108 －

特別利益合計 6,515 132

特別損失   

固定資産処分損 523 754

減損損失 104 1,107

特別損失合計 628 1,862

税金等調整前四半期純利益 43,996 11,919

法人税等 ※1  21,603 ※1  5,816

少数株主利益又は少数株主損失（△） △486 383

四半期純利益 22,879 5,718
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 

 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 43,996 11,919

減価償却費 8,355 8,996

のれん償却額 15 22

固定資産処分損益（△は益） 523 754

減損損失 104 1,107

引当金の増減額（△は減少） △39 △571

受取利息及び受取配当金 △1,114 △837

支払利息 2,481 2,351

為替差損益（△は益） 3,082 △1,387

持分法による投資損益（△は益） △1,109 △2,357

固定資産売却損益（△は益） △6,405 △132

生産物分与費用回収権の回収額 2,777 850

売上債権の増減額（△は増加） 36,962 38,599

たな卸資産の増減額（△は増加） △127,357 △55,927

仕入債務の増減額（△は減少） 40,629 35,913

その他の流動資産の増減額（△は増加） △6,302 976

その他の流動負債の増減額（△は減少） △11,364 △49,510

その他 △1,563 △1,801

小計 △16,329 △11,033

利息及び配当金の受取額 3,654 2,759

利息の支払額 △1,941 △1,627

法人税等の支払額 △23,377 △6,339

営業活動によるキャッシュ・フロー △37,994 △16,241

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の売却及び償還による収入 － 1,500

投資有価証券の取得による支出 △924 △6,612

投資有価証券の売却及び償還による収入 － 3,018

有形固定資産の取得による支出 △17,373 △24,320

有形固定資産の売却による収入 9,224 1,991

無形固定資産及び長期前払費用等の取得による支
出

△3,115 △1,811

短期貸付金の増減額（△は増加） △1,311 △1,492

その他 △167 △648

投資活動によるキャッシュ・フロー △13,667 △28,375
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 76,820 △17,366

長期借入れによる収入 13,700 13,500

長期借入金の返済による支出 △13,833 △7,549

社債の償還による支出 △1,500 －

配当金の支払額 △4,237 △4,237

少数株主への配当金の支払額 △914 △10

その他 △4 △8

財務活動によるキャッシュ・フロー 70,030 △15,672

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,993 1,465

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 15,374 △58,822

現金及び現金同等物の期首残高 82,674 159,919

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  98,049 ※1  101,096
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】 

【簡便な会計処理】 

  
当第１四半期連結会計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

１ 持分法の適用に関する事項の変更 （1）持分法適用非連結子会社 

 ① 持分法適用非連結子会社の変更 

  ㈱シーシーピーは、当第１四半期連結会計期間において清算結了した

ため、持分法の適用範囲から除外しております。 

 ② 変更後の持分法適用非連結子会社数 

 24社 

２ 会計処理基準に関する事項の変更 （1）完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更 

 一部の連結子会社において、請負工事に係る収益の計上基準について

は、従来、長期・大型工事（工期１年以上かつ請負金額１億円以上）に

ついては工事進行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用

しておりましたが、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15

号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を当第１四半期連結

会計期間より適用し、当第１四半期連結会計期間に着手した工事契約か

ら、当第１四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性

が認められる工事については、工事進行基準（工事の進捗率の見積りは

原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しており

ます。 

 これにより、売上高は147百万円増加し、営業利益、経常利益及び税金

等調整前四半期純利益は、それぞれ12百万円増加しております。 

 なお、セグメント情報に与える影響は当該箇所に記載しております。

   

  
当第１四半期連結会計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

１ たな卸資産に含まれる未実現処理の

消去の算定方法 

 たな卸資産に含まれる未実現処理の消去に関して、前連結会計年度又は直

前の四半期連結会計期間から取引状況に大きな変化がないと認められる場合

に、前連結会計年度又は直前の四半期連結会計期間で使用した利益率を使用

して算定する方法によっております。 

２ たな卸資産の評価方法  四半期会計期間末におけるたな卸高の算出に関して、実地棚卸を省略し前

連結会計年度に係る実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方

法によっております。  

 また、たな卸資産の簿価切下げに関して、貯蔵品に関しては営業循環過程

から外れた滞留又は処分見込等のもので前連結会計年度末において帳簿価額

を処分見込価額まで切り下げているものについては、前事業年度以降に著し

い変化がないと認められる限り、前連結会計年度末の貸借対照表価額で計上

する方法によっております。 

３ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営

環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合

に、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プラン

ニングを利用する方法により算定しております。 
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】 

  
当第１四半期連結会計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

１ 税金費用の計算  当社及び一部の連結子会社における税金費用については、当第１四半期連

結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を

乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 
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【注記事項】 

（四半期連結貸借対照表関係） 

（四半期連結損益計算書関係） 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

当第１四半期連結会計期間末 
（平成21年６月30日） 

前連結会計年度末 
（平成21年３月31日） 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額 

（百万円） 

683,848 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額 

（百万円） 

680,095 

※２ 無形固定資産には、のれん85百万円が含まれており

ます。 

────── 

 ３ 偶発債務 

(1)保証債務  

連結子会社以外の会社等の金融機関等からの借入金

等に対し債務保証を行っております。 

(2)訴訟関係 

防衛庁への石油製品納入に係る入札に関し当社他が

独占禁止法違反に問われている件につきましては、平

成20年１月16日付をもって公正取引委員会から課徴金

納付命令（金額1,751百万円）を受けましたが、平成20

年２月15日当社は更なる審理を求め、公正取引委員会

へ審判手続の開始請求を行い、これを受けて公正取引

委員会は平成20年３月24日付で審判開始決定を行い、

当第１四半期連結会計期間中、１回の期日が開かれま

した。 

  （百万円）

従業員 1,706 

特約店等５社 277 

合計 1,984 

 ３ 偶発債務 

(1)保証債務  

連結子会社以外の会社等の金融機関等からの借入金

等に対し債務保証を行っております。 

(2)訴訟関係 

防衛庁への石油製品納入に係る入札に関し当社他が

独占禁止法違反に問われている件につきましては、平

成20年１月16日付をもって公正取引委員会から課徴金

納付命令（金額1,751百万円）を受けましたが、平成20

年２月15日当社は更なる審理を求め、公正取引委員会

へ審判手続の開始請求を行い、これを受けて公正取引

委員会は平成20年３月24日付で審判開始決定を行い、

当連結会計年度中５回の期日が開かれました。 

  （百万円）

従業員 1,879 

特約店等５社 314 

合計 2,194 

前第１四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

※１ 法人税等の表示方法 

 当第１四半期連結累計期間における税金費用につい

ては、特有の会計処理により計算しているため、法人

税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

※１ 法人税等の表示方法 

 同左 

前第１四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成20年６月30日現在） （平成21年６月30日現在） 

  （百万円）

現金及び預金勘定 89,564

有価証券勘定 9,494

流動資産「その他」勘定（現先） 499

 計 99,557

取得日から償還日までの期間が３ヶ

月を超える債券等 
△1,508

現金及び現金同等物 98,049

  （百万円）

現金及び預金勘定 101,096

有価証券勘定 15

 計 101,112

取得日から償還日までの期間が３ヶ

月を超える債券等 
△15

現金及び現金同等物 101,096
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（株主資本等関係） 

当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至

平成21年６月30日） 

１ 発行済株式の種類及び総数 

２ 自己株式の種類及び株式数 

３ 配当に関する事項 

配当金支払額 

普通株式  847,705,087株 

普通株式  596,451株 

（決議） 
株式の種類 

配当金の総額
（百万円） 

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資 

平成21年６月23日 

定時株主総会 
普通株式 4,237 ５  平成21年３月31日  平成21年６月24日 利益剰余金 
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（セグメント情報） 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

 （注）１ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業区分に属する主要な製品名又は事業内容 

(1)石油事業：揮発油・ナフサ・灯油・軽油・重油・原油・潤滑油・液化石油ガス・アスファルト・石油化学

製品等 

(2)石油開発事業：原油の生産、採掘及び探鉱 

(3)その他の事業：工事業、保険代理業、リース業、旅行業他 

３ 会計方針の変更 

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」３ （1）に記載のとおり、当第１四半期

連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）が適用さ

れたことに伴い、通常の販売目的で保有するたな卸資産については、主として総平均法による原価法（貸借対

照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。なお、この変更によ

り従来の方法によった場合と比較して、当第１四半期連結会計期間の営業利益は、石油事業で1,438百万円減

少しております。 

４ 追加情報 

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」３ （2）追加情報に記載のとおり、当社

及び一部の国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計年度から改正後の法人税法に基

づく耐用年数によっております。この変更により、従来の方法によった場合と比較して、当第１四半期連結会

計期間の営業利益は、石油事業で209百万円減少しております。  

当第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 （注）１ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業区分に属する主要な製品名又は事業内容 

(1)石油事業：揮発油・ナフサ・灯油・軽油・重油・原油・潤滑油・液化石油ガス・アスファルト・石油化学

製品等 

(2)石油開発事業：原油の生産、採掘及び探鉱 

(3)その他の事業：工事業、保険代理業、リース業、旅行業他 

 
石油事業 
(百万円) 

石油開発事
業(百万円) 

その他の事
業(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は全
社(百万円) 

連結 
(百万円) 

売上高            

(1)外部顧客に対する売上高 897,870 7,822 9,768 915,462 － 915,462 

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 
170 10,516 10,228 20,916 (20,916) － 

計 898,041 18,339 19,997 936,378 (20,916) 915,462 

営業利益 36,438 9,840 695 46,974 (2,164) 44,809 

 
石油事業 
(百万円) 

石油開発事
業(百万円) 

その他の事
業(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は全
社(百万円) 

連結 
(百万円) 

売上高            

(1)外部顧客に対する売上高 540,964 3,726 3,827 548,519 － 548,519 

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 
125 5,629 14,592 20,348 (20,348) － 

計 541,090 9,355 18,420 568,867 (20,348) 548,519 

営業利益 9,672 3,270 102 13,046 (2,599) 10,446 
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３ 会計方針の変更 

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２ （1）に記載のとおり、一部の連結子

会社において、請負工事に係る収益の計上基準については、従来、長期・大型工事（工期１年以上かつ請負金

額１億円以上）については工事進行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりましたが、

「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を当第１四半期連結会計期間より適用し、

当第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、当第１四半期連結会計期間末までの進捗部分について成

果の確実性が認められる工事については、工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の

工事については工事完成基準を適用しております。この変更により、従来の方法によった場合と比較して、当

第１四半期連結会計期間の売上高は、石油事業で32百万円、その他事業で116百万円で増加し、消去又は全社

で1百万円減少しております。営業利益は、石油事業で3百万円、その他事業で9百万円増加し、消去又は全社

で0百万円減少しております。 

【所在地別セグメント情報】 

前第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

 （注）１ 国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域 

(1)国又は地域の区分の方法       地理的近接度によっております。 

(2)その他の地域に属する主な国又は地域 シンガポール、アメリカ、イギリス、ＵＡＥ、カタール、 

オーストラリア 

２ 会計方針の変更 

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」３ （1）に記載のとおり、当第１四半期

連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）が適用さ

れたことに伴い、通常の販売目的で保有するたな卸資産については、主として総平均法による原価法（貸借対

照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。なお、この変更によ

り従来の方法によった場合と比較して、当第１四半期連結会計期間の営業利益は、日本で1,438百万円減少し

ております。 

３ 追加情報  

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」３ （2）追加情報に記載のとおり、当社

及び一部の国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計年度から改正後の法人税法に基

づく耐用年数によっております。この変更により、従来の方法によった場合と比較して、当第１四半期連結会

計期間の営業利益は、日本で209百万円減少しております。 

 
日本 

（百万円） 
その他の地域 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高          

(1)外部顧客に対する売上高 874,004 41,457 915,462 － 915,462 

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 
40,010 86,385 126,396 (126,396) － 

計 914,015 127,843 1,041,858 (126,396) 915,462 

営業利益 36,788 10,173 46,961 (2,151) 44,809 
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当第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 （注）１ 国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域 

(1)国又は地域の区分の方法       地理的近接度によっております。 

(2)その他の地域に属する主な国又は地域 シンガポール、アメリカ、イギリス、ＵＡＥ、カタール、 

オーストラリア、中国 

２ 会計方針の変更 

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２ （1）に記載のとおり、一部の連結子

会社において、請負工事に係る収益の計上基準については、従来、長期・大型工事（工期１年以上かつ請負金

額１億円以上）については工事進行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりましたが、

「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を当第１四半期連結会計期間より適用し、

当第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、当第１四半期連結会計期間末までの進捗部分について成

果の確実性が認められる工事については、工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の

工事については工事完成基準を適用しております。この変更により、従来の方法によった場合と比較して、当

第１四半期連結会計期間の売上高は、日本で148百万円増加し、消去又は全社で1百万円減少しております。営

業利益は、日本で13百万円増加し、消去又は全社で0百万円減少しております。 

【海外売上高】 

 前第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

（注）１ 国又は地域の区分は地理的近接度によっておりますが、各売上高が少額のため、「海外売上高」として一括し

て記載しております。 

２ 主な国又は地域  アジア、北米 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

 当第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

（注）１ 国又は地域の区分は地理的近接度によっておりますが、各売上高が少額のため、「海外売上高」として一括し

て記載しております。 

２ 主な国又は地域  アジア、北米 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

 
日本 

（百万円） 
その他の地域 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高          

(1)外部顧客に対する売上高 535,703 12,815 548,519 － 548,519 

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 
8,830 38,439 47,270 (47,270) － 

計 544,534 51,254 595,789 (47,270) 548,519 

営業利益 8,845 3,269 12,115 (1,668) 10,446 

Ⅰ 海外売上高（百万円） 121,921 

Ⅱ 連結売上高（百万円） 915,462 

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 13.3 

Ⅰ 海外売上高（百万円） 46,804 

Ⅱ 連結売上高（百万円） 548,519 

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 8.5 
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（有価証券関係） 

著しい変動がないため記載を省略しております。  

（デリバティブ取引関係） 

当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）  

 事業の運営において重要なものとなっており、かつ、当該取引の契約額その他の金額に前連結会計年度の末日に

比して著しい変動が認められるものは以下のとおりであります。 

デリバティブ取引の契約額等、時価及び評価損益の状況 

１ 通貨関連 

（注）１ 時価の算定方法 

為替予約取引…………直物為替相場及び取引金融機関から提示された価格によっております。 

通貨オプション取引…取引金融機関から提示された価格によっております。 

２ ヘッジ会計を適用しているものについては、開示の対象から除いております。 

２ 商品関連 

（注）１ 時価の算定方法 

製品先物取引………ニューヨーク・マーカンタイル取引所における最終価格を基準に算出しております。 

製品先渡取引………オイル・プライス・インフォメーション・サービスのアセスメントにおける最終価格を 

  基準に算出しております。 

原油スワップ取引…取引金融機関等から提示された価格によっております。 

製品スワップ取引…取引先から提示された価格によっております。 

２ ヘッジ会計を適用しているものについては、開示の対象から除いております。 

（ストック・オプション等関係） 

該当事項はありません。 

区分 種類 契約額等（百万円） 時価（百万円） 評価損益（百万円）

市場取引以外の取引 

為替予約取引      

買建      

米ドル 88,236 87,494 △742

ユーロ 7 6 △1

通貨オプション取引      
買建      
コール      

米ドル 23,522 77 △131

区分 種類 契約額等（百万円） 時価（百万円） 評価損益（百万円）

市場取引 

製品先物取引      

売建 2,734 2,681 53

買建 526 536 10

 市場取引以外の取引 

製品先渡取引      

売建  24 30 △5

原油スワップ取引        

固定売・変動買  909 193 △71

固定買・変動売  395 320 52

製品スワップ取引       

固定売・変動買   1,787 △234 △234
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（１株当たり情報） 

１ １株当たり純資産額 

２ １株当たり四半期純利益金額等 

 （注） １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとお

りであります。 

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 

（リース取引関係） 

著しい変動がないため記載を省略しております。 

２【その他】 

 (1) 決算日後の状況 

   特記事項はありません。 

 (2) 訴訟 

防衛庁への石油製品納入に係る入札に関し当社他が独占禁止法違反に問われている件につきましては、当第１

四半期連結会計期間中、東京地方裁判所に係属しております不当利得返還請求訴訟は１回、公正取引委員会によ

る課徴金審判事件は１回の期日がそれぞれ開かれました。 

また、当社は、本件に関する公正取引委員会の審決の取消訴訟を提起しておりましたところ、東京高等裁判所

から平成21年４月24日付で、請求棄却の判決を言い渡されました。これに対し、当社は、同年４月28日の取締役

会決議に基づき、同年５月８日、更なる審理を求めて最高裁判所に上告提起および上告受理申立てを行いまし

た。 

当社千葉製油所における京葉シーバース海底埋設原油配管浮上に係る損害賠償請求訴訟の件につきましては、

当第１四半期連結会計期間中、東京地方裁判所において３回の期日が開かれました。 

当第１四半期連結会計期間末 
（平成21年６月30日） 

前連結会計年度末 
（平成21年３月31日） 

１株当たり純資産額 396.27円 １株当たり純資産額 387.71円

前第１四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

１株当たり四半期純利益金額 27.01円

潜在株式調整後１株当たり四半期
純利益金額 

26.11円

１株当たり四半期純利益金額 6.75円

潜在株式調整後１株当たり四半期
純利益金額 

6.53円

  
前第１四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

１株当たり四半期純利益金額     

四半期純利益（百万円） 22,879 5,718 

普通株主に帰属しない金額（百万円） － － 

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 22,879 5,718 

期中平均株式数（千株） 847,126 847,109 

      

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額     

四半期純利益調整額（百万円） － － 

普通株式増加数（千株） 29,154 29,154 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】 

 該当事項はありません。 
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成20年８月13日

コスモ石油株式会社 

取締役会 御中 

あずさ監査法人 

 
指定社員
業務執行社員  

公認会計士 阿部 隆哉  印 

 
指定社員
業務執行社員  

公認会計士 横井 直人  印 

 
指定社員
業務執行社員  

公認会計士 岩本 宏稔  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているコスモ石油株式

会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、

当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、コスモ石油株式会社及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以 上 

（注）１ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

２ 四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成21年８月７日

コスモ石油株式会社 

取締役会 御中 

あずさ監査法人 

 
指定社員
業務執行社員  

公認会計士 横井 直人  印 

 
指定社員
業務執行社員  

公認会計士 阿部 隆哉  印 

 
指定社員
業務執行社員  

公認会計士 岩本 宏稔  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているコスモ石油株式

会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、コスモ石油株式会社及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政状

態、同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以 上 

（注）１ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

２ 四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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